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代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 飛鳥 貴雄 

 （コード番号：7044 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取締役 管理本部長 下川 剛司 

 （TEL 03-6362-6831） 

 

株式会社 Sprootとの資本業務提携に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2020年３月26日開催の取締役会及び本日締結いたしました資本業務提携契約により、以下のと

おり、株式会社 Sproot（本社：東京都港区、代表取締役：渡邊洋行、以下 Sproot社）との間で、資本

業務提携を行うことと致しましたので、お知らせいたします 。 

 

記 

 

１． 資本業務提携の理由 

 2020年1月、日本を代表するアイドルグループであるAKB48、HKT48、NGT48を運営する株式会社AKS(以

下AKS社)がHKT48及びNGT48の2グループを独立化させ、新会社にて運営することが発表されました。 

 これに伴い、株式会社Mercury（HKT48事業）及び株式会社Flora（NGT48事業）が設立。今般、当社と

資本業務提携を行うSproot社は、両社が発行する株式を100%保有する持株会社であり、今後、HKT48、

NGT48の既存事業を維持、拡大させつつ、ネット事業やインフルエンサー事業を行うベンチャー企業への

転換を目指します。既存事業の安定化を図りつつ、国民的知名度の高いHKT48、NGT48のネットや動画広

告での収益化、D2C事業などを当社と共同で開始していく予定です。 

当社は、ヘルスケア、ビューティ、食品領域に特化したマーティングコミットカンパニーです。独自

のデータ及びテクノロジーとコンサルティングで、通販企業に向けたマーケティング支援をKPI保証型で

行っており、800社を超える企業のマーケティングのノウハウや、データの蓄積があります。これを元

に、過去の類似データを探すことで最適な手法と媒体を選出し、予算配分を最適化します。ターゲット

に適したプロモーションの方法や、広告を出す媒体などを選ぶことで、より確実にターゲットを捉える

ことが可能となります。 

以上のことから、Sproot 社がもつエンターテイメント力と当社に蓄積されたノウハウ及び当社の

RESULT シリーズを活用し、EC 支援をおこなうことでパフォーマンスの最大化及びマーケティングの最適

化が可能と判断し、業務提携を行うことにいたしました。 

 

 

２． 資本業務提携の内容 

（1）資本提携の内容 

 当社は、株式会社 Sprootが実施する第三者割当増資の方法により新株式を取得する予定です。なお、

新株式発行後の当社保有比率は2.53％となる予定です。 
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（2）業務提携の内容 

Sproot社と協力し、独自の悩み別データベースを活かした、商品企画プロデュースを行うサービス

『BEATMAKER(ビートメーカー)』を活用し、マーケティングデータからトレンドを分析しD2C事業の立ち

上げやオリジナル商品企画をサポートいたします。HKT48及びNGT48のネットワークを通じて販売もおこ

なっていく予定です。 

 

３． 業務提携の相手先の概要 

（1） 名 称 株式会社 Sproot 

（2） 所 在 地 東京都港区赤坂1丁目12番32号 アーク森ビル 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役 渡邊洋行 

（4） 事 業 内 容 株式会社Mercury（HKT48事業）及び株式会社Flora（NGT48事業）を

統括する持株会社 

（5） 資 本 金 230,000千円 

（6） 設 立 年 月 日 2020年２月６日 

（7） 大株主及び持株比率 非開示であります。  

（8） 上場会社と当該会社 

と の 関 係 

資 本 関 係 該当事項ありません 

人 的 関 係 該当事項ありません 

取 引 関 係 該当事項ありません 

関連当事者への

該 当 状 況 

該当事項ありません 

※当該会社は、非公開会社であり、「（７）大株主及び持株比率」については非開示とすることを求め

られており、記載しておりません。 

※当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態に関しましては、設立間もないため非開示とさせて

いただきます。 

 

 

４． 日程 

（1） 取 締 役 会 決 議 日 2020年３月26日 

（2） 契 約 締 結 日 2020年５月27日 

（3） 株 式 取 得 日 2020年６月30日予定 

 

 

５． 業績に与える影響等 

 本資本業務提携が当社の2020年12月期の連結業績に及ぼす影響は軽微と見込んでおりますが、長期的

に当社の業績向上に寄与するものと考えております。また、今後、当社の連結業績等に重要な影響を与

える事象が発生した 場合は、適宜開示いたします。 

 

以 上 


